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平成 24 年度 荒川区当初予算(案)

区民の安心への備えを着実に進め、

幸福を実感できる予算

東日本大震災を踏まえた震災対策の充実、区民の介護予防の強化や

健康の増進、治安の向上や子育て環境の整備など、区民生活の安心に

向けた備えをしっかりと行い、基本構想に掲げる区の将来像「幸福実

感都市あらかわ」の実現を着実に推進する予算編成に努めました。

その結果、平成 24 年度一般会計の総額は 875 億円となりました。

これは、区民住宅割賦金の繰上返済の完了やふれあい館 3館の同時竣

工など施設建設の減などにより、過去最大だった前年度との比較では

41 億円、4.5％の減ですが、過去 2番目の規模となる積極予算です。

重 点 事 項

● 防災力・防犯力

● 暮らしの安心と健康づくり

● 就労・創業支援

● 待機児童の解消と子育て支援

● 街の基盤整備と文化の醸成

● 飛躍の年～区制80周年～

ドメイン

ＧＡＨ

地域力

荒川区では「区政は区民を幸せにするシステムである」をドメイン（仕事の領

域）とし、区民の幸せづくりを基軸とした区政を行っています。

荒川区では全国に先駆けて、「荒川区民総幸福度（Gross Arakawa Happiness）」

の研究を行い、区民の幸せを指標にした区政運営に取り組んでいます。

下町人情に支えられた地域の絆の強さ、先人から受け継いだ区の財産である「地

域力」を、より堅固なものにして次代につないでいけるよう努めます。



区民の安心への備えを着実に進め、幸福を実感できる予算 ●重点事項●

●暮らしの安心と健康づくり

誰もが安心して暮らせる「生涯健康都市あらかわ」

の実現に向け、介護予防事業を充実する他、区民の健

康づくりの新たな事業を展開します。

また、障がいのある人もない人も、共に安心して暮

らし続けるための事業を推進します。

【事業】・介護予防の新展開 ・３５～３９歳健診 ・親なき後支援事業 など

●待機児童の解消と子育て支援

区は、平成 18 年度に子育て支援部を設置し、子育

て環境の充実を図ってきました。

新年度予算では、保育園の待機児童の解消に向け、

保育施設の整備等を行うとともに、地域ぐるみの子育

て支援策の充実を図ります。

【事業】・保育施設の整備・認証保育所保育料負担軽減補助・在宅家庭支援の充実 など

●防災力・防犯力

【事業】・災害対策の充実・治安対策の推進・生命を守るホイッスル配布事業 など

荒川区は、都内屈指の安全で安心なまちです。

これは、下町人情溢れる荒川区の地域の絆、「強

固な地域力」の賜物です。区では、この地域力を

活かして、防災力・防犯力を更に強化し、「治安ナ

ンバーワン都市あらかわ」を目指します。

●飛躍の年～区制80周年～

昨年の東日本大震災以降、基礎自治体の役割の重

要性は大きくクローズアップされています。

区は、現在から未来への時間軸で繋がる全ての区

民の幸せのため、GAH の研究成果を区政に取り入

れるなど、区制 80 周年を飛躍の年と位置付けます。

●街の基盤整備と文化の醸成

【事業】・コミュニティバス ・ふれあい館整備 ・荒川二丁目複合施設整備 など

荒川区は、鉄道・地下鉄・都電・都バス・コミュ

ニティバスなど、公共交通網が大変充実していま

す。新年度は、コミュニティバスの新ルートを導入

し区内の回遊性を更に高める他、東京藝大卒業生に

よるガード下の壁画制作などを実施します。

●就労・創業支援

【事業】・就労支援の充実 ・創業の拡充 ・（仮称）新製品・新技術大賞 など

モノづくりの街として発展してきた荒川区は、平

成 24 年度に「就労支援課」を創設し、区民の就労

についても全面的にバックアップします。

住民に一番身近な基礎自治体として、就労・起業・

創業の支援により、区の賑いを創出します。



主要事業の一覧

経営革新度調査(日本経済新聞社) H23

総合評価 10 位<23 区中 4位>

効率化･活性化度 1 位<23 区中 1 位>

透明度 10 位<23 区 1 位>

行政サ ー ビ ス調査(日本経済新聞社) H20

総合順位 全国 4 位(前回 5 位)

教育分野 全国 1 位

子育て分野 全国 2 位

荒川区

総務企画部財政課

03-3802-3111

内線 2121～4

1・区の災害対策の充実

2・障がい者避難所等対策事業

3・生命を守るホイッスル配布事業

4・治安対策事業のさらなる推進

5・特定緊急輸送道路沿道建物耐震化推進事業

6・老朽空家住宅除却助成事業

7・介護予防の新展開①（生活支援サービスの

展開）

8・介護予防の新展開②（医療と福祉の連携促

進）

9・介護予防の新展開③（認知症支援推進事業）

10・介護予防の新展開④（高齢者来食事業（新

おたっしゃランチ・おげんきランチ））

11・３５～３９歳健診

12・糖尿病対策推進事業

13・特別養護老人ホーム整備事業

14・都市型軽費老人ホーム整備促進事業

15・スクラムあらかわ運営等事業費

16・親なき後支援事業

17・就労支援の充実

18・起業・創業の拡充

19・荒川区新製品・新技術大賞

20・らく楽商店街モデル事業

21・商店街空き店舗活用イベント推進事業

22・モノづくり見学・体験スポット事業の拡充

23・待機児童解消に向けた保育施設の整備

24・認証保育所等利用者への保育料負担軽減補

助の拡大

25・在宅育児家庭への支援の充実

26・子どもの貧困問題への対策

27・放課後子どもプラン事業の拡大

28・尾久八幡中学校建替え・区民運動場整備

29・コミュニティバスの新たな展開

30・日暮里中央通り東側区間のバリアフリー化

31・ふれあい館の整備

32・荒川二丁目複合施設整備

33・防犯対策と景観向上のための壁画制作

34・多文化共生社会と国際交流の推進

35・太陽光発電設備の導入推進

36・区制施行８０周年記念事業

防災力ランキング(週間ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ) H23

122 市区中 1 位（同率 4 区）

ｅ都市ランキング(日経ＢＰ社) H20･21

2 年連続の全国１位

荒川区の行政サービス等に関する評価

平成 24年 2月発行

荒川区は、鳥が羽を広げて

翔ぶ形をしているんだ。

南千住・荒川・町屋・尾久・日暮里、

それぞれの地域は、

どこも魅力もみどころもいっぱい！

僕は荒川区の

シンボルキャラクター「あら坊」。

荒川区の頭文字「a」がモチーフに

なってるよ。ヨロシクネ


